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午前９時00分開会 

○議長（草田 吉丸君）  皆さん、おはようございます。 

 今年は、例年にない猛暑の夏であった気がします。皆様、体調に異常がなければよ

いがと思っています。昨日は久しぶりに雨も降りました。少し秋の気配を感じるよう

になった今日この頃であります。甲子園では、夏の高校野球の熱戦が繰り返されてお

ります。明日は、いよいよ準決勝が行われます。昨日の準々決勝では、大社高校は敗

れはしましたが、強豪、神村学園と最後まで諦めないすばらしい試合展開であったと

思います。 

 特に、ベスト８をかけた大社高校、早稲田実業高校との試合は、手に汗握る大接戦

となり、強豪相手に一歩もひるむことなく延長さよならで勝利をしました。あの大観

衆の中で、よくもあんなすばらしいプレーができるものだと感心の連続でありました。

山陰、島根県民はもちろん、全国の人に勇気と感動を与えてくれたすばらしい試合で

あったと思います。両チームの健闘に心から拍手を送りたいと思います。負けても大

社高校野球部は公立高校全ての希望の光である、そのような声も聞かれました。まさ

に、そのとおりだと思います。我が津和野高校野球部も力をつけています。ぜひ甲子

園目指して、頑張ってほしいと思います。 
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 本日、令和６年第７回津和野町議会臨時会が招集されましたところ、皆様方にはお

そろいでお出かけをいただきまして、ありがとうございます。 

 ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達しておりますので、令和

６年第７回臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（草田 吉丸君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、５番、横山元志議員、６番、

沖田守議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（草田 吉丸君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  御異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日限りと

決定をいたしました。 

 ここで日程第３、議案第８９号の議題に入る前に、津和野伝統的建造物群保存地区

防災事業について執行部からの説明を受けるため、全員協議会を開催したいと思いま

す。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  御異議なしと認めます。 

 暫時休憩といたします。 

午前９時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

〔全員協議会〕 
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……………………………………………………………………………… 

午前９時50分再開 

○議長（草田 吉丸君）  休憩前に引き続き、臨時会を再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第８９号 

○議長（草田 吉丸君）  日程第３、議案第８９号令和６年度津和野町一般会計補正予

算（第４号）を議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第８９号でございますが、令和６年度津和野

町一般会計補正予算（第４号）についてでございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ９４億７,９４８万３,０００円とするものでござい

ます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（草田 吉丸君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（益井 仁志君）  それでは、議案第８９号令和６年度津和野町一般会

計補正予算（第４号）について御説明申し上げます。 

 歳出を御説明いたしますので６ページを、タブレットでは５ページをお開きくださ

い。 

 教育費の伝統的建造物群保存事業費では、公有財産購入費として、伝建防災施設用

地及び建物の購入に伴う用地等購入費３,２００万円を計上、補償、補填及び賠償金

として、伝建防災施設賃貸借移転補償に伴う補償金３９０万円を計上、これらの財源

として、過疎対策事業債２,０２０万円を充当しています。 

 なお、歳入につきましては、国庫支出金１,４８０万２,０００円、県支出金

２１３万５,０００円、過疎対策事業債２,０２０万円をそれぞれ予備費から伝統的建

造物群保存事業費に充当を変更しております。 

 以上でございます。 

○議長（草田 吉丸君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  ないようですので質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。横山議員。 

○議員（５番 横山 元志君）  反対の立場で討論をさせていただきます。 

 ７月の臨時会で、最終最後に議長が不十分という言葉を使われました。私、この不

十分という言葉が、あの臨時会のときしっくりきました。これは全てにおいて不十分

だから今は、というところで議長の最後のお話を聞いておりました。 

 今、じゃあ、充分になったのかと言われれば、何と言いますか全てがこう、ぼんや

りしとるというか、ビジョンが全く見えてこない。この避難される収容人数にしても

５０人から１００人と、ものすごく幅があってみたり、あと、管理運営についても町

並み保存会の皆さんがされるということではありますが、毎日なのか、土日だけなの

か、そしてどのように運営していくのかということも、ぼんやりして、何をもってこ

の事業をしたいんだ、ゴールは建てることがゴールになっておるんじゃないか、これ

を造って、その後のことをあんまり考えてないように感じられると考えますので、私

は反対とさせてていただきます。 

○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。川田議員。 

○議員（１１番 川田  剛君）  賛成の立場で討論させていただきます。 

 昨年の１０月の全員協議会から今日の説明もほぼ一貫してこの建物を建てるという

ことでした。反対討論の中で、ビジョンが見えないということでしたけれども、私は

はっきりしておりまして、これまで平成３０年度に、この計画が立てられて、令和

２年から令和４年度にアンケート調査、地域住民の方を巻き込んで、いろんな取組を

した中で、この地域に何が不足しているかというところで、備蓄倉庫それから防火水

槽、避難所といったものが必要であると、そういったところからこの平成３０年度に

計画されたものがどんどん具現化してきたというふうに私は理解してます。 

 当然、この密集している地域に、防火水槽や建物というのが、１か所だけというん

であれば、これは大変、場所を選んだほうがいいというふうに思いますけれども、そ

うではなくて、いろんなところに避難所を造ることによって、防災の災害の備えがで

きると私は思います。 
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 実際、平成２５年災のとき、あれは水害でしたけれども、私当時、津和野の今の、

津和野２分団ですか、活動していましたが、橋北地域には拠点施設はありません。拠

点施設は今の消防津和野分遣所のみでした。 

 そこに、あの橋を渡って、８月の末の豪雨のときもそうでした。あの橋を渡って、

分遣所で待機、近くの町田の川がすぐにでも氾濫しそうな状況の中で、あの分遣所で

待機をして、もし氾濫したらあの橋を渡って橋北に戻っていかなければいけない。そ

ういったところからを考えても、橋北地区の防災の拠点施設、どういったものが整備

されるかこれから検討することになると思いますけれども、そういったところも含め

て、充分整備をしていただきたいという期待を持っております。 

 一方で、今回、減額予算ということで、規模が縮小されるということですけれども、

この防災施設の機能として、それが縮小されることがあってはならないと思いますの

で、その辺はしっかりと執行部の皆様には留意をしていただいて、先ほどの全員協議

会の中でも、総務課、教育委員会の連携という御指摘もありましたが、これまでもさ

れてきたとは思いますけれども、今後そういった指摘がないよう、しっかりと防災の

拠点施設ができるよう期待を申し上げて、賛成の討論とさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。米澤議員。 

○議員（４番 米澤 宕文君）  前回も申し上げましたが、この土地は必要であります。

今、いろんな施設の話を聞きましたが、防火水槽など完全に私は地下埋設と思ってお

りましたが、地上型、こんな便利の悪いというか、また風景的にもよろしくないこと

も今、説明を受けました。 

 これはまた、今後の課題としていろんな検討ができると思いますが、この土地の整

備だけは、ツタが絡んだ倉庫、そして旅館棟、とても観光津和野にふさわしい風景で

はありません。 

 施設を造る、造らないに限らず、この風景の整備といいますか、そういうことは必

要と思いますので、土地の取得だけは賛成いたします。 
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○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。大江議員。 

○議員（２番 大江  梨君）  賛成の立場から討論いたします。 

 私は本事業を通じて、この伝建地区の防災機能を高めることであったりとか、伝統

的な町並みが保存されること、これは本当に望むところではあったんですけれども、

やはり前回の臨時会の際に、今回のその議案とは直接は関係なかったかもしれないん

ですけれども、やはり今後のその建物ができた後、それがどういったもので、どうい

ったふうに運営されるのかというところ、そこに、非常に心配を感じまして、その点

がやはり主な理由で反対したわけだったんですけれども、まだまだ今回の答弁ですご

く前進した、充分というわけではなかったとは思いますが、前回から今回までのとこ

ろで、少し考えていただけたのかなというふうには感じています。 

 ただ、今後、住民の方であったりとか、津和野を訪れる方にとって本当に有益な施

設にしていくためには、更に協議を重ねていく必要があるというふうに感じています

し、あと、私が今回のこの一連の６月議会から今回までの臨時会でも通じて思ってい

ることなんですけれど、何と言いますか、議論のタイミングっていうんでしょうか、

それは今後、考えていくことです、であったりとか、基本設計ができてから考えます

とか、何というかそういう話が多いなというふうに思っていて、議論の進め方という

のは、そういうものだと言われればそういうものなのかもしれないんですけれども、

私の感覚としては、それは初めにあって、それを基に話を進めていかないと、難しい

んじゃないかなと思うことがあってですね、何と言いましょうか、その基本設計がで

きてからでは遅い、前回の質疑であったりですとか、ほかの議員もやっている質疑で

あったりとか、今回の質疑、これがもっと本来は、私達の責任でもあると思うんです

けれど、去年の最初に提案していただいた１０月でしたかね、全員協議会のときにで

も、もっともっと本当はこういった質疑をこちらから投げかけなければいけなかった

のではないかなと、その点は非常に反省をしておりますので、私自身も今後に生かし

ていきたいと思っています。 

 以上です。 
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○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。田中議員。 

○議員（９番 田中海太郎君）  私も７月に反対いたしました。今回、賛成の立場で意

見しますが、これは賛成の理由としましては、実は２億６,０００万が２億３,０００万

になったからではありません。 

 あれからいろいろ進めてほしいと言う方とやめてほしいという方の地元の皆さんの

意見をいろいろ聞きました。その中で、共通した考えとして、唯一出てきたのは、や

はり今、あの対青館を何とかしてほしいという意見でした。これをやっぱり何とかし

なきゃいけないという気持ちは根底にあります。 

 ただ、これの進め方についていろいろ疑問がまだ残ってはいますし、今後また、こ

の施設に関しましては、多分、今後出てくるので、そのときにいろいろ議論したいと

思います。 

 ただ、今回のこの購入について賛成します。ただし、一つお願いしたいのですが、

この購入費というのは決まっています。だけど、やはり、この土地の地権者の方は、

購入されていろいろされてきたとは思いますけれど、やはり住民感情としては、この

金額で、この状態で何で買うのかという声が大きいです。 

 この住民感情というのは、無視できないことだと思います。だからやはりある程度

は住民の気持ちを酌むためにも、今後、地権者の方とも話を進めながら、いかに地権

者の方も努力されて、また、その状態で手渡せるようなそういうお話をしていただき

たいと願ってます。 

 以上です。 

○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８９号を採決します。本案を原案のとおり決することに賛成の方は
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１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

 念のため申し上げます。押しボタン式による表決において、所定の時間内にボタン

を押されなかった場合は、申合せ事項により棄権と見なすことになっております。 

 各自、自分が選択したボタンのライトが点灯しているか確認をしてください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（草田 吉丸君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（草田 吉丸君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成多数であり

ます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（７名） 

大江  梨君          米澤 宕文君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

田中海太郎君          寺戸 昌子君 

川田  剛君                 

反対（３名） 

道信 俊昭君          横山 元志君 

沖田  守君                 

────────────・────・──────────── 

○議長（草田 吉丸君）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 会議を閉じます。令和６年第７回津和野町議会臨時会を閉会します。 

午前10時05分閉会 

────────────────────────────── 
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